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研究の背景とアプローチ 
コンテキストアウェア技術：コンテキストに応じて最適なサービスを提供する技術 

目的：ユーザの利便性を向上させること 

コンテキスト：ユーザの状況を表すことのできるあらゆる情報 
自分たちで 

定義した 

ユーザA 

 類似したコンテキストを判断し，走行履歴を予測出力 

 コンテキストB：運転初心者，20歳， ・・・ 

 コンテキストC：運転初心者，18歳， ・・・ 

コンテキスト D：運転ベテラン，33歳，・・・ ユーザBの走行履歴 

コンテキストA ：運転初心者，20歳，・・・ 

予測出力 

最も類似するコンテキスト 

コンテキスト判断 

コンテキストアウェアを実現するためのアプローチ 

アーキテクチャの提案 類似度の評価 

本研究での提案と評価 
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評価方法 

コンテキストをベクトルに置き換える 

安全なルート 

景色が良いルート 
運転初心者 

2 

1 2.5 

1 

cosθ = 1に近い程，二つのベクトル
の類似度が高くなる 

0 

θ 

θ 

閾値を用いることを検討中 



前回までの提案アーキテクチャ 
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Android 

Google Storage 

KML トレーニングデータ 

Prediction

API 

予測モデル 

サードパーティサービス 

Androidとクラウドサービスとの連携 

カーナビ 

GAE 

Predictionサービスブローカと
Google Strorage， 

Prediction APIとの連携 

Prediction

サービス 

ブローカ 

GAE：Google App Engine 

Predictionサービス提供モデル 

自分たちの提案に沿わないと考え，名称などを変更 



提案アーキテクチャ 

Android 

カーナビ 

コンテキストアウェアサービス 

ブローカ 

Predictionサービス 

ストレージアクセス 

サービス 

サードパーティアクセス 

サービス 

Google Storage 
サードパーティ 

サービス 

GoogleAppEngine上
のWebアプリケーション 

ルートPredictionアプリケーション 

KML 

走行履歴
(KML) 

粒度の違いを考え 

PredictionAPIをアーキテクチャ図から除いた 

自分たちの提案に沿わないと考え 

ブローカの名前を変更 



サーバ(コンテキストアウェアサービスブローカ)側 

Predictionサービス 

実装言語:Java  GoogleAppEngine上でWebサービスとして構成 

•PredictionAPIへのリクエスト・レスポンス 

•ストレージアクセスサービスへのリクエスト 

•Androidアプリケーションへのルート(KML)の提供 

ストレージアクセスサービス 

実装言語:Java  GoogleAppEngine上でWebサービスとして構成 

•StorageからKMLの取得 

•Predictionサービスとの連携 

サードパーティサービスアクセスサービスの実装に関しては未定 



クライアント(Androidアプリケーション)側 
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ルートPredictionアプリケーション 

実装言語:Java Androidアプリケーションとして実装 

•コンテキストをPredictionサービスにリクエストとして送る 

今回はコンテキストは選択式で作成する 

•コンテキストを送るとGoogleMap上にルートを表示 

今回は出発地点と到着地点は固定して考える 

その間のルート提案に関してコンテキストアウェアを検討する 

子供がいる 

安全なルート 

運転初心者 

GoogleMap上に
KMLを利用して
ルートを表示 

Android Android 

リクエスト後 ・・・ 



シーケンス図 
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コンテキスト 

提供 

ルート 

KML参照先 

Prediction 

サービス 

ルート 

Prediction 

アプリケーション 

サード
パーティ
サービス 

サードパーティ 

アクセスサービス 

KMLレスポンス 

KMLリクエスト 

コンテキスト送信 

安全な運転がしたい 

(感情的要素) 

運転初心者 

(ユーザ要素) 

“label”  ： “KML参照先A” 

“score” ： “0.418339” 

“label”  ： “KML参照先B” 

“score” ： “0.247531” 

道路情報レスポンス 

Prediction 

API 

リクエスト 

ストレージ 

アクセスサービス 

Google 

Storage 

KML 

シナリオ 

安全な運転がしたい・運転初心者・景色が良い
というコンテキストに対するルート提供 

道路情報リクエスト リクエスト 

道路情報 



今後の課題 
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ルートPredictonアプリケーションとPredictionサービスの 

実装を進める 

まだ進められていないが，評価の方法がまとまり次第進める 

少しづつ進んではいるが，実行時にエラーが出ており，その解決ができていない 

ルートPredictionアプリケーション 

Predictionサービス 
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